

































































































































































































































































































































































































































































































































































?? ? ?? ‐????、???? 、
?




?????? ?? ? ←》、
?????
?? 、?? 、 ．｝ ．…?? ??》????，???? ? 《｝ ??? 》》?
?????
?????、
第3図越中愛本橋略図（石川県立図書館蔵）
－120－
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第4図愛本橋彩色図（石川県立図書館蔵）
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第5図愛本の橋（富山県立図書館蔵）
－121－
間)，濁澄橋（長16間幅6尺)，相瀧橋（長9間幅6尺)，登志計橋（長11間幅9尺)，宮下橋（長13
こばせ
間幅9尺)，古婆勢橋（長12間幅7尺）などがある。
愛本橋を最初に架設したときの図面類がないので，その当時の詳細は不明であるが，以後20～30
年ごとに架けかえしており，その都度，大体以前の構造に従ったものと思われる。構造は現在残っ
ている絵図類や文政，天保年間の指図で知ることができる。各種の記録及び年代で橋の寸法に相違
があるが，橋長33～35間，幅員中央部2間，水面上よりの高さは8～12間である。猿橋は橋長17間，
幅3間，水面上の高さ17間で刎木の本数は各側4本であった。なお，愛本橋の刎木の本数は各側6本であ
る。
中華人民共和国の四川・雲南・広西・ヒマラヤやチベット附近の山岳地帯に，昔からこの型式の
木のはね橋が多く架けられていた。その型式について，ニーダムは基本型として5型式を示してい
る。(JoephNeedham<QScienceandCivilisationinChina"Vol.4p.162～167,2081971)愛
本橋はこのうち,SoaringCantileverBridge(跳ね上げ式片持ち梁橋）と称している型式に属し，
この型の著名な橋について，橋名や場所などを示している。
愛本橋の架換の年代は，寛文2年（1662）6月創設の後，元禄2年(1689)9月6日夜火災焼失，
翌3年新造，享保3年（1718）6月風雨のため破損，寛保3年（1743）3月～5月,安永2年（1773）
2月～3年6月，寛政10年（1798）4月～11年6月，文政2年（1819）3月～3年6月，天保12年
(1841）7月～13年7月，文久2年（1862）10月～3年7月，さらに明治12年（1879）11月に修繕
を加えた。刎木橋としての姿は明治23年（1890）4月よりの架換起工によりなくなり，上路式プラ
ット型曲弦構の木拱橋と変わり，同24年10月竣工した。この橋は起拱点間隔160尺，拱矢16尺であ
る。大正8年（1919）4月下路式プラット型曲弦構の鋼橋となった。橋長54.80m,幅員5.25mで
ある。昭和44年8月11日午後3時過ぎ，折からの大洪水のためにこの橋は流出し，ニールゼン・ロ
ーゼ型鋼橋に架換られ今日に至っている。
愛本繧の由来としての大蛇の伝説や,百余年前から毎年6月21日には「ご影さまの日」として，
渡御の行事があり，これらは愛本橋と深い関連がある。
愛本橋は古くから非常に有名であったので，紀行文や詩歌，絵画として日本全国に紹介されてい
る。昭和38年宇奈月開湯40周年記念として，頼三樹三郎の詩碑が愛本橋のたもとに建設された。
磯野隆言氏の論文，宇奈月町教育委員会発行のパンフレット類，明治以前日本土木史,石川県立・
金沢市立・富山県立の各図書館所蔵の文献，その他を参照したことを附記し，謝意を表します。
金箔の製造工程と展延機構について
上田益造
金属工学の立場から郷土の美術工芸を眺めると，金属箔を始めとして，漆器の上の沈金,蒔絵(前
大峰氏)，金胎漆器，う．ラスチック上へのめっき（山中漆器)，加賀象嵌（高橋介州氏)，中居のた
たら遺跡，宮崎寒難氏の茶湯釜，魚住為楽氏のドラ，山田宗美氏の鉄板の打出し，隅谷正峰氏の日
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本刀，高岡の銅器，梵鐘と着色，九谷焼の絵付けは細薬が金属酸化物である点で関連があり，古美術，
建造物力:，石川県の如く高温多湿で年中，日本海からの塩風が吹きつける土地に於いて，古人は金
属の腐食を如何にして守って来たかに思いを致すとき，我々は古人から学ぶところが多いように思
われる。
著者は先に実務表面技術,No.245(1974)P.1～10に「加賀の伝統工芸,金属箔について」と
題して，箔は日本で何時頃から作られたか，また，箔の製造工程，箔打紙の製法等について書いた。
昭和51年12月2日，長岡に於ける，日本金属学会，日本鉄鋼協会北陸信越支部講演会において,｢金
箔の展延機構に及ぼす箔打紙の影響」について研究発表を行ない，この度，金沢大学日本海域研究
所報告NQ11(1979)P.1～24に，その後の電子顕微鏡観察，電子回析等の結果を加えて,｢金箔の
展延機構に関する研究」と題して，その研究の一端を掲載した。かかる経緯もあったので，昭和55
年2月22日，金沢大学日本海域研究所第7回例会に表題の如きテーマで講演する機会を与えられた
わけである。
のべかね うわずみ
金箔の製造工程は大きく分けて，延金作り，上澄製作，箔打ち作業の3つの工程に分けられる。
延金作りとは，純金（純度99.99％）をそのまま箔にすることは殆んどなく，必ず，その中へ銀ま
たは銅の数パーセントを添加して，溶解鋳造して合金を作る。これは配合の割合により，いろいろ
の色調を出すためと，純金のみでは余りに軟かく，作業上扱い難いために，合金にすることにより
展延性を損わず硬度を増すためと云われる。これをロールにかけて厚さ3／100～4/100mm,巾58mm
こうぺ
くらいの細長い帯状のものにする。これを約55mm角に切断したものを「延金」または「小兵」と云
う。この延金を澄打紙の間に挾んで製箔機にかけて打ち，約3/1000mm厚さにしたものを「上澄」と
云う。延金作り~から上澄製作までは澄屋で行なわれる。上澄を更に小さく55～60mm角に切ったもの
こま おもがみ
(これを小間と云う）を箔打紙（主紙とも云う）の間に挾んで製箔機にかけて繰返し槌打ちし，2／
10000～3/10000mm厚さに仕合げる作業が箔打ちであり，箔屋が受持つ。この作業は，澄の引き入れ，
小間打ち，火の間作業(1),箔移し，箔打ち，火の間作業(2),箔の打上り，抜き仕事，箔の仕合げの
9段階の操作を必要とし，最終的には3.6寸角(109mm角）に切り落し合紙に挾み,100枚毎に糸で
十文字にからげて製品となる。
’/'0ミクロン，オーダになった金箔は緑色を呈し，向うが透けて見えるほどである。アメリカの
センジミヤの多段ロールを用いて薄膜を作っても，精々1/1000mmぐらいまでが，その限度であり，
それ以上薄くしようとすれば，静電気が発生して製作が不可能となる。箔は金属の箸で障ることは
へら
絶対に出来ず，手で障れば汗や油のために付着する。箔は必ず竹製の箸，箆，ナイフで移したり，
切ったりする。箔と云う字は、竹に泊る〃と書くが，これは恐らく文字の国，中国人によって考え
られたものと思うが，よく出来ていると感心させられる。
どうして金箔力:，このように薄く延びるのであろうか。その展延機構を明らかにすることは，こ
の技術の解明，振興の為にも必要なことと思われるが，手掛けて見ると，その容易でないことを痛
感するものである。
箔打ち作業に最も重要な役目を果すのが，箔打紙で，先ず，その相互依存性を明らかにしなけれ
ば，展延機構を解明することは出来ないであろう。箔打紙は雁皮，楮，三種を原料にして，その中
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に泥土を混入して漉いた和紙（名塩紙と云って摂津の国名塩村，現在の西宮市塩町から作られる和
紙が最も良質とされる）を藁灰に熱湯を注いでとった灰汁に柿渋，卵白を加えた中に浸漬し，水分
を絞った後，自然乾燥をさせて，箔打機で空打ちをする。かかる処理を20回くらい繰返すのである
が，5～12回くらい灰汁処理を行なったもの力:，箔打紙（おもがみ）として最も適した条件を備え
ており箔がよく延びる。この主紙作りには6ヶ月ばかりも費しているところがある。
箔打紙を灰汁処理，乾燥，空打ちをするのは，紙の密度を高め，平滑で潤滑性があり，靭〈て伸
縮能力を増進させるにある｡和紙は繊維方向（縦方向）と横方向では弾性率が異なり，縦方向の弾
性率は横方向のそれに比べて大きい。故に歪は横方向の弾性率に支配的で紙を縦方向のみに揃えて
槌打ちをすれば，箔は横方向のみにどんどん延びる。紙を縦横交互に重ねて打てば上下，左右に平
均して延びる。このことは紙の繊維の方向性の大きいものほど，箔の展延速度が大となることを意
味する。
現代，金属は殆んど面心立方格子(f.c.c)か，体心立方格子(b.c.c)あるいは最密六方格子(c.
p.h)の何れかに属し,f.c.c結晶系に属する金属は，すべり易い面，すべり易い方向を最も多く有
するので，塑性変形が最も容易であることが知られている。金，銀，銅，アルミニウムなど何れも
f.c.c系金属である。しかし，金属は塑性変形を受けると，次第に転位や歪が内部に蓄えられて加
工硬化を起し，極端な場合には破壊に繋がることも又常識である。金属の転位や歪を解放させ，破
壊しないようにするためには焼鈍が必要となる。焼鈍は，その金属のm.p.,純度,加工度によって
異なるが再結晶温度が問題になる。槌打ち作業中パックの温度は可成り高温になり，2回の火の間
作業が行われるが，この間に焼鈍効果が現われて来ているように思われるが，完全か否かは疑わしい。
又，同じf.cc系金属であってもslipに要する臨界剪断応力は金属の種類によって異なり，金や銀
や銅を合金するのは臨界剪断応力を低下するためではないかと想像される。その他電顕像，電子回
析のパターンから想像されることは,f､c､c系金属は最終的には{111}面,<111>方向に並ぶ
筈であるから，まだまだ延びる可能性があると考えられる。
以上，まだまだ不明な点が多く，ようやくその氷山の一角を見出したに過ぎないが，科学も理論
も知らなかった先人がこのように非常に複雑な工程を経て，機械も介入し得ないほど高度の技術を
打ち樹てたということは唯々驚きの外はない。そして，著者は，この金箔を見る度に，人間の技術
の素晴らしさ，人智の極致を見る思いがするのである。著者は屡々かかる職人の方々に接する機会
があるが，何時も「どうか，この技術を永久に保存して行って頂きたい」とお願いするのである。
北陸地方の河川生物群集の特長
大串龍一
筆者は1975年から北陸と〈に石川県の河川の底生動物の調査を行なってきた。この調査はとくに
上・中流域の底生昆虫を中心におこなわれたが，その結果をわが国の他の地方の河川底生昆虫群集
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とくらべて，かなりちがった特長が見られたので，その特長の中から2つの点をとりあげてここに
のべることとする。この特長はそれぞれ加賀地域と能登地域でとくに明らかに見出される。
1）ヒケナガカワトビケラの分布にみられる能登地域の特異性
ヒケナガカワトピケラ科Stenopsychidaeの幼虫は，日本全国の河川の上・中流域にひろく分布
する。この幼虫は底生昆虫の中でも大型のもののひとつであり，特長のある形態をしていて，河川
生物の研究者にはよく知られている。
石川県下における
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ところが，この科の幼虫は能登半島の諸河川にはほとんど見られない。谷口および筆者は能登の
多数の河川を調査したが，町野川と富来川の一部分において少数の個体が発見されたにすぎなかっ
た。一方，加賀の諸河川でも同様の調査を行なったが，その結果ではすべての河川の多くの地点で，
多数の個体が発見された。その点で加賀地域は日本の他の地域とほぼ同様であるのに，能登地域の
分布の空白が目立っている。
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水温，流速，水質その他一般の河川自体の生態的条件だけを考えるならば，この科が能登地域で
生息できない理由があるとは考えられない。また，加賀と地つづきで多くの河川が流れているから，
この科が能登まで分布をひろげる機会は十分にあったと思われる。
一方，河川を含めた能登の地形を考えてみると，かなり大きな特長がある。それは一般に山が低
く広い台地をもち，その台地上は古くから人間の手でひらかれて耕地となる一方，本来ヒケナガカ
ワトビケラ幼虫の好む石礫のすきまの多い河床はその下流の，台地が海岸平野に移るあたりにある
ということである。このようにヒケナガカワトビケラ科のすみ場所の上流に水田を含む耕地がひろ
がっているような地形は，日本の他の地域にはあまり見られない。このすみ場所がしばしば耕地か
ら流れ出す砂泥で埋められるために，ヒケナガカワトビケラはこの地域に永続的には生息できず，
分布してきてもすぐに絶滅しているものではないかと思われる。また，他の地域から移動してくる
場合でも，能登半島基部の地峡と海にへだてられていて移動が困難であり，絶滅したあとの再入植
が直ぐには行なわれていないために多くの川では分布が空白のままになっているのではなかろうか。
2）白山山系の山地溪流における本流と支谷の底生昆虫相の関係
白山山系の山地溪流（手取川，犀川，浅野川等の上流部）について，くりかえし実施してきた調
査の結果，これらの河川では本流もしくはそれに準ずる大きな支流の河床には底生昆虫力訂非常に少
なく，一方，小さな支谷にはかなりの底生昆虫が生息していることがわかった。そうして，支谷が
本流へ流れ込む地点での河床の横断採集の結果からみると，支流の水が流入している部分にとくに
底生昆虫が多いところから，本流の河床にすむ底生昆虫の多くは，幼令幼虫の時期に支流から流下
してきて本流に定着するのではないかと考えられた。
また支谷によっては，春・夏季に多くの底生昆虫がすむ支谷と，夏・秋季に多くのものがすむ支
谷とがあることがわかった。前者は主に湧泉を水源とし，後者は主に雪溪を水源とする。こうして
ひとつの水系の中でも底生昆虫群集は複雑に変動しているが，これを一貫してみると，ある水系の
底生昆虫群集全体としては，どこかに豐かな昆虫相を保存して，その絶滅を防いでいることが推測
された。この底生昆虫相の豊かさを決めるものは主に河床の安定性であると考えられた。そうして
急峻な地形と春の雪崩による山腹の崩落が，本流や大きな支流の河床をいちじるしく不安定なもの
にしており，底生昆虫群集の完全な発達をさまたげていることが推測された。これらはとくに北陸
の自然条件の大きな特色をなしていると考えられる。
DiscoveryofRiCketsinJapan
B・Toyota*M.D.
TherapiddevelopmentofmedicineinJapanissuchthatscientificapproachesmay
bemadetoanydiseaseforaclarificationofitscause.Upuntiltensofyearsago,there
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hadbeenawidevarietyofstrangemaladiesinmanyplacesofJapan.Astherewasno
wayofknowinghowthesediseasestookplace,theyweresimplylookeduponasstrange
maladies,thusplacinglocalinhabitantsindistress.ParticularlyintheAsianregion,there
stillareplacesyettobedevelopm.Availingmyselfofthisopportunity,therefore,Iwish
topresentareportonthecircumstanceswhichledtothediscoveryinJapanofrickets,
onwhichnolighthadbeenshedasastrangemalady.
Dr・EdwinBalz,thethenprofessorofthelmperialUniversityofTokyo,whowas
instrumentalinintroducingWesternmedicinetoJapanlOOyearsago,visitedmanyplaces
ofJapanandadvocatedthatnoricketsexistedinJapan.Hisassertionwaslaterupheld
bymanyJapanesephysicians,whoeventuallywentaSfarastocometotheconviction
thatnoricketsexistedinJapan.
InaphysicalcheckupconductedinHimiTown(presently,HimiCity),Toyama
Prefecture,forconscriptioninl906,anArmysurgeondiscoveredmanydeformations,
suchasfunnelchest,kyhosis,eminetiaarticulariesandbentlimbs,amongmanydraftees
andconcludedthattheyhadprobablysufferedfromtheEnglishDiseaseorrickets,which
wasnotbelievedtohaveexistedinJapan.Healsocametorealizethatthesephysically
defonnedpersonswerefromthemountainareaborderingToyamaandlshikawaPrefec-
tures.
TheArmysurgeonsubsequentlysuppliedinfonnationtothepartiesconcernedand
urgedthatthisstrangemaladybeclarified.HisdiscoveryoverruledBalz'theoryandgave
abigshocktophysiciansinourcountry.Theinterestabsequentlyarose,andmanypro-
fessorsofthelmperialUniversityofTokyo,ImperialUniversityofKyotoandKanazawa
Universityconductedepidemiologicalandclinicalchecksintheaffectedareaanditsvici-
nity.Thecheckseventuallyledtothediscoveryof514patientsintheaffectedareaand
anotherl33motherpartsofthePrefecture.Clinically,thesyndromewasquitethesame
asthatofricketsreportedinEurope.Thisdiseaseischaracterizedbymanysymptoms,
suchasmalnutrition,feeblephysique,defomledskull,deterioratedteeth,enlargedcervical
lymphnode,spinecurvature,rachiticbeads,pelvicdeformity,knockknee,etc.,andsome
ofthepatientswerefoundunabletohaveawalk・Amongthepatientsofl7andl8years
ofage,thereweresomecaseswhosufferedfrommalnutrition,painsofthepelvis,sternum,
ribsandappendicularskelton,andpainsinwalking,andwhowaddledorwereunableto
stand.Thesesymptomsweredifferentinseriousness,butitwasarguedthatthesymp-
tomswereseriousamongwomeninpregnancyandchildbed.
Withregardtothecausesofrickets,manyscientistsagreedononepoint.They
stressedoneofthecauseswasdeficienciesinnutritionandlocalenvironment.Inthesec-
torofnutrition,thelocalinhabitantsinthisareamadeitacommonpracticetoeatboil-
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edricemixedwithbarleyandtakeinvegetablesasasubsidiaryfood.Theydrankwater
fromwells,riversandmountainsprings・Itwasquiteseldomthattheytookinmeat.
Theymadeahabitofeatingfishbutonlyadozentimesayear.
Theinhabitantswerenotblessedwithadequatesunlight.Aircirculationwasinsuf-
ficientandtheirdwellingswerefilthy.Thenutritionofinfantswasdependentuponbreast
milkinmanycasesandpotatoesweregiventobabies,twoorthreeyearsofage,asa
sortofsnack・Theirhouseswerehemmedinbyarborts.Theroomsweredarkandthe
areaaroundthehousewasdamp.Itwassurmised,therefore,thattheseconditionswere
responsibleforanoutbreakofrickets.Itwasalsopointedoutthatthisareawasquite
differentfromotherpartsofToyamaPrefectureintheseconditions.Economicall,how-
ever,thisdistrictcouldnotbedescribedasbeinginferiortootherparts.Thelocalinhab-
itantshadsomewealth,buttheydidnotfeellikelayingoutmoneyinenvironmentand
nutrition.
ThediseasewhichhadgivenquiteashocktotheentirepartofJapanasa<､ma-
ladyofToyamaPrefecture''wasthusuncoveredandfoundtoberickets.Later,afollow-
upstudywasconductedandhighcreditmustbegiventoDr.Sensukelzumi,Professor
ofPediatricsatKanazawaMedicalUniversity,whoconcludedthatricketswascaused
byalackofVitaminDandsolarultravioletrays.Healthcareactivitieshavebeencar-
riedoutforthisareainaccordancewithhistheory.
Imyselftookpartinthehealthcareactivitiesforthefarmersofthisdistrictin
1940,whenlfoundricketswasvirtuallyextinct.
Itisonlynaturalthatthereshouldexistsomespecialelementsfortheoutbreak
ofapeculiardisease.Toprobeintothisdisease,thereisaneedtoinvitecounselfrom
awidesegmentofscientists.Ⅷthoutthiscounsel,itwouldgiverisetoadogmatictheory
Itistruethateven70yearsagowhenthemedicalscienceofJapanwasstillinembryo,
manymedicalscientistsmadestrenuouseffortstoprobleintoamalady.Itiswiththis
inmindthatlhavepresentedthispapertothisCongress.
*ResearchlnstituteofRuralMedicinatToyama.
奇病の発掘
??
田文一
1906年(明治39年)，第9師団の某軍医が，徴兵検査のため，当時の富山県氷見町に来た際，氷見
地方の山間へき地に，亀胸，馬骨，四肢屈曲関節隆起をきたし，歳が長ずるに及んでも歩行不能
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あるいは困難なものが多数にいることを聞き，実態調査を行った。そして，現地において多数の患
者を発見し，内務省衛生局に報告したのが発端である。
この疾患は「越中の奇病」として全国的に大きな衝撃を与えた。そのため全国の大学，医専の教
授らが，多数来町し，詳細な検索の結果，イギリス病，すなわち恂瘻病と診定された。その当時ま
で，東大教授ベルツ博士は日本においては恂瘻病は存在しないという説を覆がえし，医学界関係者
に甚しい反響をよび起したのである。
調査報告によれば，氷見地域の山間部，能越国境のへきにおいて3才頃より20才頃までのもので，
その数500名に達し，とくに女子の罹患者は男子の数倍にも及んでいる。
その原因について，権威者諸家の一致するところは，地域環境の不良をあげている。すなわち，
主食として米麦を主としているが，間食には馬鈴薯，副食は野菜，調味料は「夕マリ」を用い，肉
食はもちろん，魚介類の摂取は皆無といってよく，従って脂肪類，動物性蛋白質は，ほとんどとら
れていない。それに住居は「カイニュー」とよばれる樹木林にかこまれ，天日なお暗く，日光の射
入は望めない。乳幼児は，「ツブラ｣のなかで可成り永い間養育されている。結局本疾患の原因とし
てヴィタミンD不足と日光紫外線の不足があげられ，とくに金沢医大の泉仙助教授により，実験的
に説明されるに至った。
40年前，私も現地の保健活動に従事した折，未だその痕跡が残されていたが，長い間の官民一致
の地域環境改善運動により，現在「越中の奇病」とされたものも歴史的の存在となった。
(日本海域研究所例会における講演要旨）
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